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穏やかだった１月が夢だったかのように、２月は一転して極寒・大雪のオンパレード。好天に恵

まれた分が大雪となって襲ってくるんじゃないかという嫌な予感が的中してしまい、不本意なが
ら２月はほとんど引きこもり状態でした。「滋賀県長浜市」が全国ニュースでこれほど取り上げら
れるのは、この時ぐらいなのが少しさみしい気分になる今日この頃です。みなさんは、この厳しい
冬をどのように過ごされたでしょうか？ 
さて、もうすぐ新年度がスタートします。だんないでは、３月８日に 14周年記念シンポジウム

を開催しました。総勢６０名の方にお越しいただきました。「障害の社会モデルからマイノリティ
ーの社会モデルへ」という大変マニアックなテーマでしたが、ご参加いただいた皆さんは最後ま
でとても熱心に聞いてくださいました。 
基調講演の松波さんには「障害の社会モデル」をその他のマイノリティー問題への広がりに向

けた可能性について熱くお話しいただきました。パネルディスカッションでは、田邉さんには部
落差別問題から見た社会モデルについて、西村さんには地域の企業・住民として共生社会づくり
の活動に関わっていただいた実践の様子について、喜田さんには社会福祉協議会として社会モデ
ルに重きを置いた自立支援協議会や当事者活動の意義深さについて、それぞれご報告いただきま
した。だんない（美濃部？笑）の自己満足的な内容でしたが、たくさんの方々と障害の社会モデル
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について深く・幅広く・分厚く、立体的に考えることができてありがたかったです。改めて皆様方
に感謝申し上げます。来年以降も、その時その時に大切なテーマを取り上げてシンポジウムを開
催したいと思っていますので、乞うご期待ください！ 
シンポジウムを終えたら、もう年度が終わってしまうような感覚があります。ただ今、急ピッチ

で「だんない」と「さざなみ」の来年度活動計画とアクションプランの作成に取り組んでいます。
年々、この作業が面倒くさくなりつつあって、ついつい「去年と一緒でいいか」と思ってしまう自
分がいます。しかし、ここはグッと立ち止まって、想像力を働かせながら、2025年度の活動につ
いて思いを巡らせています。 
このところ、この作業が「美濃部のジコマン」と思われているような気もしますが、当事者の思

いを反映しようと思えば思うほど、このビジョンづくりや計画づくりがけっこうポイントになっ
てくると考えています。「自分たちはこうしていきたい」と示すことによって、同じ方向を向いて
取り組んでいける気がします。だから今後も、どんなに面倒くさいと感じても、ビジョンや計画は
作り続けたいと思います。 

 
最近、雪が降りだして中断していた、ウォーキング企画「プロジェクトМ」を勝手に再始動させ

ました！前田が乗り気かどうかは別として、豊公園を２ヶ月ぶりにウォーキングしました。日差
しが和らぐ、春めいたお天気。琵琶湖沿い。夕日を見ながら前田と歩きました。桜のつぼみも少し
ずつふくらんでいるように感じました。 
さあ、2025年度、だんないはどうなっていくのか！そして、前田・美濃部のダイエット企画は

続くのか！４月以降も目が離せません！…乞うご期待ください。 
 

美濃部 裕道（みのべ ひろみち） 
―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

合理的配慮を日常へ ① 
中川 佑希（なかがわ ゆうき） 

いつもありがとうございます。 
今回は僕自身が日常で感じる合理的配慮について書かせていただきます。 
先日、スーツや礼服を見にお店へ行ってきました。大体、店内は広いので見やすいんですが、気に
なる商品があっても自分では届かないし、取れないので‥店員さんにお願いをします。でも、緊張
するとあんまり大きい声が出なかったり、聞き返される事も多くあります。店員さんが気づいて
くれて「何かお探しですか？」「気になる商品があれは取りますよ」と優しく言って下さったので、
少しホッとしました。そこから以前から気になっていたストレッチ素材のスーツを見て触って、
僕の目線まで商品を下ろして、丁寧に説明をしてもらい、靴の試履きも手伝ってもらえて助かり
ました。その後、会計の際にポイントカードを作りたいと思いました。ただ、住所、名前、電話番
号を記入しないといけない。 
よくあるのは、バインダーと記入用紙を渡されたり、書けなければ「ご自宅で書いてきてもらって
も良いですよ。」というのが、よくあります。 
あくまでも、僕の場合です。 
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職員リレートーク 

今回は、「良かったら私が書きますよ。」でした。僕は正直、驚きました。というのは「書けないの
で代筆ってお願い出来たりしますか？」って、ちょっと恐る恐る聞くからです。 
 
僕は「めちゃくちゃ助かります。ありがとうございます。」 こういった事の一つ一つが嬉しくて、
「また買いにきたいな」と僕は思いました。 
 
そして、買った商品を電動車いすのどこにかければいいか、取りやすいのかも聞いて下さって僕
はウキウキで家に帰りました。地域での自立生活の面白さと醍醐味だなと感じました。 

―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

 
ウォーキングのお誘い 〜春の足音を感じながら〜 

前田 貴行（まえだ たかゆき） 
先日、美濃部からほぼ3ヶ月ぶりにウォーキングの誘いがありました。 
ヘルプ中だったので、ほぼ強制的に歩くことになりました。 
初めは乗り気ではありませんでしたが、だんだん慣れてきて終わる頃には…やっぱり乗り気では
ありませんでした。（いや冗談です笑） 
豊公園の琵琶湖沿いを歩くのはとても心地よく、春が来るのが待ち遠しくなりました。 
今後は、不意にやってくる美濃部からのウォーキングハラスメン・・・いやウォーキングのお誘
いに前向きに臨めるように臨戦体制で心の準備をしておこうと思う今日この頃です。 
再開したプロジェクトM。まだまだ終わらない旅…レッツウォーキング！！！ 

―・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

 

 

 

11月1日 滋賀県障害児者と父母の会連合会 講演 

3日 リュートスター インクルーシブフットボールイベント 電動車椅子サッカー体験会 

4日 だんない元気マンサロン 

5日 だんない企画会議 

 わだちプロジェクト 

6日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

7日 バリアフリー情報サイト「旅しがStｙle」 長浜市内観光施設バリアフリー調査 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾プロジェクト会議 打ち合わせ 

8日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班会議主催  

 長浜市じんけん連続講座 

12日 さざなみケース会議 

13日 大原小学校講演 

15日 だんない生き生きサロン 

18日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 ライフステージ専門性部会 

19日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域移行推進班会議 

 ネイルサロン 

活動報告 
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21日 バリアフリー調査・啓発 in堅田駅 

22日 虐待防止研修 

23日 童夢KANNSAIフェスティバル 

27日 わだちプロジェクト 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾プロジェクト会議 

28日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護・虐待防止班会議 

１２月２日 木之本中学校講演 

 伊香具小学校講演 

 だんない元気マンサロン 

３日 朝日小学校講演 

４日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

5日 柏原小学校講演 

6日 長浜西中学校人権学習 

 高月中学校講演 

7日 だんない当事者交流会 

９日 令和6年度 湖北しょうがい福祉サービス事業所等従事者向け21連続基礎講座 

第21回「湖北地域のしょうがい福祉について～地域づくりの仕組みを体験しよう～」参加 

10日 バリアフリー調査・啓発 in東浅井 

 長浜市じんけん連続講座 

12日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学齢期班会議 

14日 リュートスター 電動車椅子サッカー練習会 

16日 だんない元気マンサロン 

17日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾プロジェクト会議 

 ネイルサロン 

18日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 運営委員会会議 

１９日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 重介護・医療ケア検討班会議 

 長浜市地域連携ネットワーク会議 

 わだちプロジェクト 

20日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護・虐待防止班会議 

 だんない生き生きサロン 

22日 滋賀地域交通ワークショップ 

23日 だんないクリスマス会 

25日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班会議 

27日 当事者理事忘年会＆ステッカー貼付依頼活動 

1月5日 ピープルファーストあつまろう会 書き初め大会＆餅つき大会 

6日 だんない書き初め大会 

8日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

14日 バリアフリー調査＆ステッカー貼付依頼活動 in黒壁スクェア 

16日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 重介護・医療ケア検討班会議 

17日 放デイ・児童発達支援連絡会 

 だんない生き生きサロン 

20日 だんない元気マンサロン 



 

5 
 

21日  長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域移行推進班会議 

22日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾プロジェクト会議 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班会議 

23日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護・虐待防止班会議 

28日 だんない企画会議 

 ネイルサロン 

２月３日 さざなみBCP内部研修 

 湖北会見学 

 だんない元気マンサロン 

５日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

 わだちプロジェクト会議 ㏌さざなみ 

１１日 ピープルファーストあつまろう会 だんないしゃべり場 

１２日 長浜成年後見会議 

15日 福祉とデザイン研究会 わだちプロジェクト 

16日 木之本地区地域づくり協議会主催 人権講演会 

17日 だんない元気マンサロン 

18日 だんない企画会議 

19日 さざなみBCP内部研修 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 運営委員会会議 

20日 長浜市地域計画検討委員会 

21日 居宅介護事業所連絡会 

 だんない生き生きサロン 

25日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学齢期班会議 

 ネイルサロン 

26日 長浜活動計画 湖北社協 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班会議 

27日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護・虐待防止班会議 

3月1日 滋賀みんなでつくる人権応援募金学習会・募金授与式 

2日 和ボッチャ 長浜杯 

3日 だんない元気マンサロン 

 ４日 わだちプロジェクト 

５日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

7日 長浜市じんけん連続講座 

8日 だんない 14周年記念シンポジウム 

9日 環境にやさしいフェア 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

10日 長浜市しょうがい福祉推進協議会 

11日 だんない企画会議 

13日 バリアフリー調査・啓発 in高月 

14日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 全体会 

15日 共生共有をめざす滋賀連絡会総会 
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ちょこっと紹介！ だんないブログ。 
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NPO法人CILだんない   〒529-0423 

代表  美濃部裕道    滋賀県長浜市木之本町千田６８１番４ 

副代表 中川佑希       TEL ： ０７４９－５０－３６３９ 

理事  谷口健人、前田貴行、横山卓馬 FAX ： ０７４９－５０－３９６１ 

郵便振替口座番号：ゆうちょ銀行木之本支店 URL：cil-dannai.jp 

00940-2-209115 E-mail：info@cil-dannai.jp 

加入者名    ：NPO 法人CILだんない 

-編集後記- 

日増しに暖かさを感じるこの頃ですが、皆様はいかがお過ごし
でしょうか。 
この冬は、木之本は幸い大雪にはなりませんでしたが、豪雪地帯

の皆様はさぞかし大変だったのではないかとお察しします。だんな
いも大雪に備えて除雪機を所有していますが、それが突然、壊れて
しまいました。原因は「オイル」。購入して以来、一度も交換して
いませんでした…無理もないよな～と思いつつ、身の回りでも何と
なく“当たり前”や“当然”になっていることはないだろうか、と考え
させられています。機械は動いて当たり前、でないのと同じように、
身の回りの人々や、だんない当事者・職員の存在を決して“当たり
前”とは思わないように、そして、できれば皆で“潤滑油

じ ゅ ん か つ ゆ

”になれた
らなぁ…と思いつつペンを置きます。 
これから気候の変わり目の時期ですので、くれぐれもご自愛くだ
さい。今号もお読みいただきありがとうございました。（編集部） 


